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p斜1占上回眼前城口自1変わ4
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・市政提言電子メ ル
m卸 or@city.ueda.nagano.jp

圃インタ-~...ト上国市のホームベ ン

URL h!tpJlw州口ty.uOOa.n締加o.jpl
〈広線{まカ市散情報鋼電}

上田駅お城口整備計画の内容については、昨年から広報うえだ等でお知らせしてき

ましたが、 6月13日刷、再開発ピjレ2棟の安全祈願祭が行われ、いよいよ本格的主工

事に取り力、力、りました。今年度中には残りの再開発ピル1棟と立体駐車場の工事に着

手するとともに、お城口広場の整備を進めていきます。

再開発ビjレは来年12月のオ ブンを目指し、平成16年3月にはすべての整備を完成

させる予定です。

市民の皆さんには、整備中ご不便・ζ迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願

いします。1;;.お、整備に伴うご意見・ご質問は市街地整備課上田駅周辺整備現地事務

所(7i23'3432/!ll23・3473/e-mailekimae@citv.ueda.nagano.jp)までお寄せください。

.デタ (6月18現在)
人口 122，319人(+22) 

男 60.164人(+12) 
女 62.155人(+10)

也締 結 637戸(+判〉
外国人畳録者数 4.362人(-36) 

男 2.218人(-34)

女 2，144人(-2) 

長( )内は前月に対する憎減数値
尼毛主主
主主J毛J
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盤
-生活面慣商

これまで成人病」と呼ばれていたもので、食生活・運動明慣・

飲嗣 ・明傾・ストレスなどの生活'fl慣が発病に深〈聞わ勺ていま
す

且(E、日本人の死因の i位から3位を占める、がん ・む雌柑・
脳宇中や、般近噌加が著しい相以柑，.<、ずれも生活習慣硝です3

計画づくりで目指すもの

b子どもから高齢者まですべて田市民が、健やかで心
盛かに生活できる、活力ある上回市を目指します。

1> I安心して、子どもを生み、健やかに育てる」・ 「白

分の健康は自分で守る」という意識が高まるような、

住民主体の計画にします。

b今まで以上に子育て支盟申強化や健康のJ1'1進に力を

いれ、寝たきりや痴ほうにならずに、健康で自立し

た生活がおくれるような計画にします。

b病気になる前に、規則正しい世事、運動不足白解消、
禁煙や節酒、ストレスのコントロールといった健康

的な生活習慣づくりを行うことで、病気回発病を防

ぐことを重占とした計画にします。

b生涯を通じた市民の健康づくり計画にします。

計画づくりの考え方

b市民の皆さんが持勺ている、健康づくりに関するさ
まざまなご意見を反映した刑画にします。

b市民のかたが、主体的な健康づくりを行えるような

.，-.:L'マ;写昔、向、きる
場合量嘗鳴を

藤森幸恵さん{岡)

諒大〈ん

子どもを保育園にあず

けて共働きをしているの

で、子どもといっしょに

いられる時間はできるだ

け遊んであげるようにし

ています.近くの公園で遊ぶのが、日韓です.子ど

もといると、今までなにげなく且ていた自然がちが

うものにうつヲたり、いうし.1こ聾うたり泣いたり

しているうちに、自分も庇Eさせられているような
坑がします。

ただ、共働きをしていると、なかなか市まで子育

ての梱曹に行くことができないので、インターネッ

トでの相酷窓口、休目制r~炎窓口や休日の綴子ふれあ

い広場の開催など、仕司Eをしながらの子育てができ

る11!JJ!をつく勺てもらえたらと思います。「安心し
て子育てができるまち上回」を目指してほしいです。

環境づくりを目指します。

1>計画の策定 (pl.n)のみに終わらず、計画の推進

(do)、計画自評価 (see)を行うために、できるだ

け具体的な目僚を股定します。

.'附に都会から上回市川i品してきて、自分岬で野草づくりをする来し f州、いちれ結約J1I'
さ、喜びを知りました.無例議でとてもおいしいですよ.今、健康宜品がブーム 私t:tlの白銀、書
になっているようですが、私はバランスの良い草宜中心の食事を3宣し勺かり取

り、規則正しも、生活をおくり、通鹿な運動をすることが、払たち夫揖の鍵綴づく 中島端子さん (下塩尻)

りになっていると思います。そのせいか、私も主人もとても元抗です。

主人は以前、のどや鼻の闇子があまり艮くなく、 E国f市持ちでしたが、 10年前にたばこをやめ、健康

に気をつかった生活をするようになってからはとても調子がt、L、ょうです。

これからも、規則正しい宜事と適度な運動に坑をつけ、夫副いつまでも元気で、克:足した生活iをill勺

ていきたいと思うています。

14.7.1 [2] 



生涯を通じて、健やかで心豊かな生活を送る

~地域に密着した健康づくり計画を策定します~

生活環境の改善や医学の進歩により、わが国の平均寿命は伸び、 L

寿国となっています。

しかし、その 方で、がんや，心臓病、脳卒中といった 『生活習慣病」が壇加して

更に「寝たきり」や「痴ほう」などの高齢化に伴う障害も増加しています。

こうした状況の中、市では皆さんといっしょに f上田市市民総合健康づく り計画 (仮

称)Jを策定し、住民の主体的な健康づくりを支援していきます。

今後、皆さんの健康に対する意識や健康上の課題を把握するためにアンケー卜調査を

実施したり、ご意見をお聞きするために座談会等を開唯していく予定です。

詳しくは、今後「広報うえだ」などを通してお知らせしていきます。

軍ιL
G、'7
'金・1
~T 
Fザ。

いう

1=ヨ
ー、
'・， " 

荻原由美子さん (久保林) 三7
[上の写真一番右] マー

健康づくり教室に参加して、レクリエー いヲ
ションダンスが大貯きになったのがきっか 宣 .φ

けで、 20~1 以上みんなといっしょにダンス エ

を事しんでいます。自分の体;lJに応じた動 司

きができるところがいいですね。今では、

公民館での活動として白人程度 (主に40-50歳)のか

たたちの指導にあたっていますが、 「自分が若くなるJ

f健康でいられる』などと皆さんとても甚んでいま

すよ。
私の生活の一部になっているレクリエーションダン

スは、自分の体を知る、健康のバロメータ であるだ

けではなく、とても楽しめる、私の生きがいにもなっ

ています。

現在の公民館活動をみると、多くが文化・芸術関係

のl駐車で、健康づくりに閲するU'..，が乏しく感じます.
特に、子どもと大人がいっしょに楽しめるようなスポー

ツなどを企画してみてはいかがでしょうか。

自分の健康は、来しみながら自分で管理する。そし

て、それが生きがt、につながればいいですよね。

.お問い合わせは、
お気軽に健康推進課(包23・8244)まで

-・・0・・・・................ ・
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() 
生活習慣病を防ぐために

がんや脳卒中、心臓病や柏尿病といった病気を減少

させるために、病気の原因となる食生活や運動、スト

レスといった生活習慣に着目して、生活習慣を改普す

ることによる健康づくりを考えていきます。

栄養・食生活 ・運動飲酒 ・喫煙・ゆとり 等

肥L盲 ・高血圧 ・高脂血・ |健康診断受診者の猶加
歯周疾患ストレス等|健康相談の充実

G 
E冒盟理

がん・脳卒中 ・心臓病・糖原病 等

円
V一

-生活の質の向上

・健康寿命 (痴ほうや寝たきりになS1'd:い状態
で自立して生活できる期間)の延伸

-壮年期死亡の減少



上
田
市
自
治
会
連
合
会
主
催
の
「
合
併
を
考
え
る
地
区
懇
談
会」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
第

1
回
目
の
神
科
地
区

(5
月
幻
自
)
に
は

約
1
2
0
入
、
第
2
回
目
の
川
辺
・

泉
園
地
区

(5
月
初
日
)
に

は
約
1
4
0
人
と
お
お
ぜ
い
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
書
加
し
、
活
発

に
意
見
・

質
問
が
出
さ
れ
、
熱
気
あ
る
惣
鮫
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
市
長

・
助
役

・
総
務
部
長
ほ
か
、

5
月
却
日
付
け

で
新
設
さ
れ
た
合
併
推
進
室
の
聡
員

4
人
が
出
席
し
、
主
催
者
あ

い
さ
つ
、
市
長
あ
い
さ
つ
、
概
要
説
明
の
あ
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。

-
他
に
例
白
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
主

体
の
惣
談
会
で
あ
り
、

「上
回
モ

デ
ル
」
と
い
う
べ
き
理
惣
の
形
だ

S4d咽

と
早
つ
。

・
市
町
村
合

併
は
、
地

方
分
楠
の

畳
け
肌
づ

く
り
、
活
力
と
魅
力
を
そ
な
え
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
つ
の
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
各
自
治
体
申
資
源

を
組
み
合
わ
せ
補
完
し
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
地
域
全
体
が
発
展
し
て

い
く
と
考
え
る
。

・
上
問
地
域
広
域
通
告
を
構
成
す
る

9
市
町
村
で
申
告
砕
を
目
指
し
て

い
る
。
問
時
町
村
長
と
の
話
し
合

い
を
終
え
、
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

-
5
月
の
組
織
改
正
で
合
世
推
進
輩

を
新
設
し
た
。
今
桂
、
取
組
を
い
っ

そ
っ
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

農
業
、
軍
光
、

工
業
と
い
っ

た
産
業
面
を
は
じ
め
、
こ

れ
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
賢
源

・
好
尭
件

を
兼
ね
噛
え
た
地
域
は
他
に
な
い
。

こ
れ
ら
を
う
ま
く
結
び
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
上
国
市
が
先
頭
に
立
ち
、
周

辺
町
村
に
呼
び
か
け
る
べ
き
。

Z-z
考
え
方
は
童
〈
同
じ
。
古

E
E
E
併
に
よ
り
、
他
の
地
織
に

な
い
優
位
性
在
大
い
に
P
Rし
て
い

け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

-
H
U
H
U

上
岡
市
は
産
業
の
育
成
が

一ご
意
見
一

R
M
M
L
遅
れ
て
い
る
。
合
併
を
機

に
観
光
振
興
や
企
業
鵠
致
に
力
を
入

れ
る
べ
き
。

Z-z
広
場
的
観
点
か
ら
土
地
の

E
E
E
有
効
利
用
が
図
れ
、
事
業

展
開
も
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
新
し
い
産
業
振
興
の
芽
を

出
し
て
い
け
る
可
能
性
が
民
か
る
と

思
う
.

国軍

対
外
的
な
魅
力
の
発
信
も

大
事
だ
が
、
合
併
で
医
療

や
福
祉
と
い
う
、
住
ん
で
い
る
住
民

に
と
っ
て
安
心
と
い
う
分
野
白
充
実

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Z-z
地
国
曜
に
よ
っ
て
医
療
・
福

E
E
E
祉
の
取
組
に
差
異
か
毒
る

の
は
事
実
。
事
務
・

事
業
の
調
整
に

よ
っ
て
、
政
策
的
に
優
れ
た
他
市
町

村
の
事
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ

る
と
考
え
る
。

ヨ
則
自
今
年
度
中
に
協
議
会
を
立

一ご
意
戸

R
H
U
ち
上
げ
、
合
併
特
例
法
の

期
限
内
の
合
僻
を
、
ぜ
ひ
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。

司

-z
秋
ご
ろ
ま
で
に
合
併
の
枠

E
E
E
組
み
的
な
も
の
を
決
め
、

そ
の
後
協
強
会
を
股
立
し
、
事
務
・

事
業
の
闘
盤
を
し
て
い
く
.
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
大
い
に
損
輸
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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そ
の
他

da--司紹介
14.1.1 

-
上
田
市
よ
り
も
周
辺
町
村
の
ほ
う

が
特
色
も
あ
り
元
気
が
あ
る
。
も
勺

と
頑
張
ら
な
く
て
は
。

・
周
辺
町
村
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
う
ま
〈
ま

と
め
て
欲
し
い
。

・
真
田
氏
自
知
名
度
を
生
か
し
て
ほ

，、。
t
b
 

-
各
自
治
体
の
特
色
を
埋
設
さ
せ
な

い
告
酔
を
望
む
。

-
上
田
市
ロ
真
田
町
白
水
を
い
た
だ

き
生
活
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
真
因
町

に
ア
プ
ロ
チ
し
て
も
ら
い
た
い
。

.
国
や
地
方
自
治
体
白
厳
し
い
財
政

状
況
を
考
え
れ
ば
、
合
併
は
当
然

必
要
で
あ
る
。

-
も
う
少
し
小
規
模
の
聾
舎
を
開
催

し
て
も
ら
い
た
い
。

-
合
酔
白
メ
リ
ッ
ト
は
、
子
や
孫
自

時
代
に
あ
る
と
思
う
。

.今植の地区曹献金日程量

とき ところ l対雇軍医

7月出9日 酉塩罰金館 酉温図

7月同11日 川西公民鎗 川西

7月凶16日 相染閣 期間温泉

7月同18日 東泡悶児童 富東士塩山田・
午後7時時 センター

7月嗣24日 -9 術公州民地館区 術川

7月25日 震村環焼タ改. ..量
同 センー

7月凶初日 題回公民館 中!Il闘

7月刷31日 滅南公民館 域下

::.:対"地区以外のかたでも自由に嘗加できます.

L 

ご意比 ・ご提言は、

合併推進軍[曾21・0123(低温)か
0'22引 O咽 1207・12曲目25・41曲
E-mail 田 PP'抽city.uooa.nagano.jplへ



• 
市町村合併に関する出前講座

合併推進室では、これからのまちづくりを考える上で重要な課題である合併

問題について、団体集会等へ出向いて説明を行う出前講座を、随時受け付け

ています。お気軽にお申し込みくださL、。

また、合酔に関するご意見・ご提言もお脊せください。

講座の申し込み、ご意見 ・ご提言は下記まで

.合併推進室 821・0123(直通)または宮22・4100困1207・1208/困25・4100/

E-mail gappei@city.ueda.nagano.jp 

A:MP 

催し
夏
休
ゐ
野
外
教
室

水
生
生
物
を
つ
か
ま
え
て

川
の
よ
う
す
を
調
べ
よ
う
/

上
野
が
忌
公
民
間

{
S
H

・0
6
5
9
}

縮
問
公
己民
館

{g
u

・7
6
1
8
}

塩
国
公
民
田
(
包
拍

8
8
8
3
}

神
川
や
産
川
に
住
ん
で
い
る
水
生

生
物
を
観
察
し
て
、
川
が
き
れ
い
な

の
か
汚
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み

歩
。

'ν
よ
ろ
J

。

-
上
野
が
丘
公
民
館
会
場

マ
と
き

7
月
初
日
開
午
前
8
時

日
分

1
午
桂
3
時
初
分
(
上
野
が
丘

公
民
館
に
午
前
B
時
日
分
ま
で
に
集

合
)

マ
対
象

小
学
4
年
生

1
6

年
生

マ
定
員
先
着
初
名

マ
申

し
込
み

7
月
刊
日
幽
ま
で
に
上
野

が
丘
公
民
館
ヘ

マ
そ
の
他

昼
食

を
持
害
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の

害
加
も
で
き
ま
す

-
滅
南
・
塩
田
公
民
館
会
場

マ
と
き

8
月
2
日
働
午
前
9
時

1
午
撞
3
時
卸
分
(
減
南
公
民
館
は

市役所代表電話

宮22・4100
園25・4100

午
前
8
時
却
八
万
ま
で
に
集
合
、
庖
回

公
民
館
は
午
前
8
時
特
分
ま
で
に
集

合
)

マ
対
象

小
学
4
年
生
l
中

学
3
年
生

マ
定
員

先

着

ω名

マ
申
し
込
み

7
月
印
日
幽
ま
で
に
、

岐
南
公
民
館
ま
た
は
塩
田
公
民
館
へ

マ
そ
の
他

昼
食
を
持
害
し
て
く

だ
さ
い
。
保
護
者
白
書
加
も
で
き
ま

す
小
学
生
の
み
ん
な

こ
ど
も
ご
み
探
偵
団
に
集
ま
れ
ノ

廃血属
物
対
策
隈

{g
n

0
6
6
6
)

ご
み
は
ど
こ
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
し
た
ら
減
ら
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
ハ
テ
ナ
?
を
夏
休
み
の

自
由
研
究
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
廃
棄
物
対
策
謀
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

マ
と
き

7
月
凶
日
間
午
前
8
時

日
分
』
午
桂
3
時
却
分

マ
対
象

小
学
4
年
生
i
6年
生
(
保
護
者
向

伴
可
)

マ
定
員
刊
名
(
由
・し
込

み
多
数
白
場
合
は
抽
選
)

マ
内
容

下
富
賀
最
終
処
分
場
の
見
学
、
ご

み
拾
い
、
分
別
ゲ
l
ム
な
ど

マ
申

し
込
み

7
月
日
日

ωま
で
に
廃
棄

物
対
策
課
へ

参加連を
募集中/

市民の璽畢り第31回「よ田わっしょ
い」が、 7月27日出の直開催されま
す。この聾31回「上回ねっしょしリ
に参加する「連」を募集しています。

おおぜいの皆さんの参加をE待ち
しています。

・申し込み
7月10日嗣までによ田わっしょい

実行霊員会事務局(観光課内"'23・

市民の祭りか
し
こ
い
消
賞
者
に
な
る

第

2
回
「
消
質
生
活
教
室
」
へ

生
活
環
境
標

(e
n
・5
1
2
0
)

マ
と
き

7
月
日
日
開
午
後
l
時

羽
分
1
3時
却
分

マ
と
こ
ろ

中

央
公
民
館

マ
内
容

講
演
「
健
康

企
品
を
め
ぐ
る
諸
問
題
L

(

講
師

前
上
回
薬
剤
師
会
会
長
・
牧
幸
男
さ

ん
)

マ
参
加
料

無
料

マ
申
し

込
み

7
月
刊
日
制
ま
で
に
生
活
環

境
諜
へ

市
町
村
合
併
の
視
点
か
ら

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
研
修
会

よ
園
地
域
広
峻
連
合

(宮
田

E
2
1
3
0
)

マ
と
き

7
月
お
日
帰
午
陸
自
時

1
8時
初
八
万

マ
と
こ
ろ

丸
子
町

文
化
会
館
(
セ
レ
ス
ホ
l
ル〕

マ

内
容

講
演
①

「住
民
書
加
の
市
町

村
合
併
の
あ
り
方

・
進
め
方
」
(
講

師

更

地
市
戸
倉
町
上
山
田
町
任
意

合
併
協
議
会
新
市
将
来
構
想
策
定
委

員
会
委
員
長

・
内
山
二
郎
さ
ん
)
。

講
演
②

「輝
く
市
町
村
合
併
自
体
験

か
ら
、
そ
し
て
今
を
考
え
る
」〔
講

師
岩
手
県
北
上
市
保
健
福
祉
部
長

・

向
屋
敷
克
広
さ
ん
)

障
害
を
お
持
ち
の
か
た

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
聾
申
請
座
へ

N
P
O法
人
わ
っ
こ
目
立
循
枇
会
事
務
局

(E
E
U
・3
9
3
0
)

障
害
者
ど
う
し
で
悩
み
や
心
配
事

な
ど
を
お
互
い
に
聞
き
合
い
な
が
ら
、

み
ん
な
で
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

7
月
鉛
日
幽
1
同
錦
日

間

マ
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー

マ

対

象

自
立
生
活
を
し

て
い
る
、
ま
た
は
目
指
し
て
い
る
障

害
者
の
か
た

マ
定
員

同

名

マ

参
加
料

3
0
0
0
円
マ
申
し
込

み

7
月
凶
日
剛
ま
で
に

N
P
O
法

人
わ
っ
こ
自
立
福
祉
会
事
務
局
ま
で

14.λF [5] 
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市
民
の
み
な
さ
ん
ピ
令
官
与
も
し
《

…

5
私
た
ち
派
遣
研
修
職
員
で
す
1

…

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
上
田
地
犠
広
媛
連
合
や
小
県
郡
の
町
村

山

と
共
同
し
て
、
蟻
員
の
派
遣
研
修
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
車

.

業
は
上
小
地
域
町
市
町
村
の
交
流
促
進
と
、
班
員
の
能
力
向
上
を

山

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
役
所
の
各
磁
場
に
勤
務
し
て
い

.

る
4
名
の
臓
員
を
紹
介
し
ま
す
(
派
遣
期
間
は

1
年
間
)
。

…

な
お
、
よ
田
市
か
ら
は
真
田
町
に

1
入
、
和
田
村
に

1
入
、
膏

.

木
村
に

2
人
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

山

-
E

・
-
R
U

，λ.

ん
圃

一

一
「

写

跡

邑

守

諮

問

-
，F
h
p
d凶
司
・

F
'政
酌

山

・

4

・E司'
副

闇

師

山

F

・司2Ee-v
剖
櫛
閣

山

車
部
町
で
は
住
民
税
を
刷
山
l

し

6
9
2
1
2胴
長
野
県
畢
h
H
迫
故
以

t
旧
市
で
は
企
両

民
セ
ン
タ
ー
ま
で

…

説
で
政
措
調
動
車
や
地
域
づ
く
り
立

町
パリ
川
け
叶
パ
汁
叶
叶
け
寸
l
i
l
l
1副
“

盟
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す

国
防
衛
大
学
校
等
学
生
・

ウ

』

'

一

-HUHト
h

ド
引
ド
ド
ー

-
"

1
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

園
自
衛
官
採
用
鼠
厳

-
・

1

0

円
l
lぃト
l
ド
u
u
u
u
r
1
1
1
1
1
1
1』
"

し
〈
お
願
い
し
ま
す
c

自
荷
銀
上
図
房
績
.
.
 務
所
(
2
2
5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容

①
防
荷
大
学
校
宇

山

-h
F!

島

生
②
防
荷
医
科
大
学
校
芋
生
③

…

司

〆

句

、

思

宥
護
学
生
④
航
宅
学
生

⑤
一

般

…

a
zi
k

J

曹
帳
補
学
生
⑥
曹
候
補
士
⑦
2
…

6
・

‘

剛

一

司

価

等
陸

・
梅
・
空
士
(
①
1
⑦
由
全
区

…

庄
田
町
で
は
、
町
民
の
健
成
推

分
で
男
女
と
も
に
募
集
)
マ
受
付
"

避
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
上

期
限

①
②
③
叩
月
日
日
幽
、
④

…

岡
市
で
は
、
市
役
の
収
納
や
納
娩

⑤
⑥
⑦

9
月
6
日

幽

マ

そ
の
他
…

相
読
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
接

畳
験
料
無
料
。
特
別
韓
国
家
公
萌

…

し
て
い
ま
す
ご
上
田
の
皆
さ
ん
の

日
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

…

た
め
柑
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
。

だ
さ
い

ゲ
:
・
・
:
・
:
・
・
・
:
・

• • . • . • . • . • • -• . • . • . . ・・・・・・・・・・・.............・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・..・・・・・・・............................................

今回は上水道と下水道の関連施肢を半日で見学します.

e加料は需料。置さんのご書加、お持ちしています.
[>定員 30名(応募者多置の場合は納週とし、結果は
はがきでお知らせします) [>集合場所市民体育館山

駐車治[>申し込み はがきかFAXに①鶴恒番号
②住所 ③氏名 @電暗番号⑤集合場所への吏通手段

を記入して7月17日制 [必盟]までに硲書課 「緒設を
且る会」係 ("'386-田01上岡市大手1-11-16/1園23・
5111)へ。グル プでの巾し込みは5名までとします。

戸ー百 78扇冒ー

14.7.1 

企応.手当麟冒会 〈上国東北消防署〉

〈午前9碕出発〉
V 

F街llI!クリーンパーク
(下水道関連絡盤〉
V 

浄水嘗翠センター
(上水道関連絡般〉
V 

〈正午解散〉

施設を見る会へどうぞ
都圏醜 (..22・41凹園1112)

「宝くじ助成金」で心肺蘇生訓練人形を購入司22T2F
醐日本消防協会で行っている、安全で災害に強い地域づくり推進事業から宝

くじ助成金を畳け、心肺酢生訓蹄人昨2体を購入しました。 5月25日出に上聞

東北消防岩で行われた応急手当講習会でも、早速活川されていますo今後も、

消防職只が講師となって、この別融人形を応也手当講習会や啓発活動で有効利

用していきます。また、消防団や女性消防隊でも団此'"が応急手当指導日とな勺

て、この人形を活用しながら人命救助のための構'日を行勺ても、く予定です。

皆さんもいざという時のため、応急手当講習会で救命技術を身につけてみま

せんか/お聞も、合わせは、消防本部予防諜または畳帯りの消防署までどうぞ。

A 
福祉眼

土屋隆さん
{丸子町から派温}

丸

T
町
で
は
、
福
祉
車
務
を
間

当
し
て
い
ま
し
た
。

ι川
市
で
も

悩
祉
耳
で
、
生
活
や
制
祉
に
倒
す

る
相
読
を
畳
け
て
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
が

ん
ば
り
ま
す
。

暴
力
追
披
運
動
ポ
ス
タ
ー
-
圃
司
晒
を

募
集
し
て
い
ま
す

圃
ん
咽

曹
司
噌

C
刈
M

蝉
鍵
山
円

相
関
村

酢
陪
ホ

‘
 ..
 鴨川

品川木
村
と
上
田
市
の
相
E
派
遣

研
修
事
業
で
、
青
木
村
保
育
園
か

ら
派
遣
に
な
り
ま
し
た
。
塩
図
中

央
保
有
H

閣
で
保
育
士
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
冗
向
な
成
長
の
お
手
伝

い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
e

醐
畏
野
県
・
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

(
2
0
2
6
・2
3
5
-
2
1
4
0
}

マ
応
募
棟
式

ポ
ス
タ
ー
は
、

B

3
版
の
画
用
紙
を
使
用
。
様
語
は
、

官
製
は
が
き
に
記
入
マ
応
募
方
法

9
月
6
日
働
ま
で
に
、
作
品
に
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別
・
車
業
ま

た
は
学
校
名
を
明
記
し
て
、

R
U
3
8

0
8
5
1
0長
野
市
太
字
南
長
野

え



お知らせ

戸、、

に
よ
る
道
路
の
破
側
、
水
路
づ
ま
り

等
白
陣
容
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す。

特
に
水
路
づ
ま
り
は
、

刈
り
取

ら
れ
た
草
や
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き

缶

・
ゴ
ミ
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
く
見
畳
け
ら
れ
ま
す
。
水
路

づ
ま
り
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ミ
の
投
げ

捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

道
路
上
白
穴
や
危
険
な
節
所

・
水

路
づ
ま
り
等
を
発
見
し
た
時
は
、

管

理
課
か
土
木
製
ま
で
ご
連
絡
を
。

道
路
の
穴
・
水
路
づ
ま
り
を

見
つ
げ
た
ら
す
ぐ
連
絡
を
/

管
理
陣
{
回
目

-
S
1
2
5
)

志
木
隈

{E
n
・8
2
4
2)

梅
雨
由
時
期
を
迎
え
、
雨
や
出
水

ゐ
回
一…

号Eィジタ11..イメージ土困層
~憲新コンビューターアートの世界~

・とき [ところ]
7月19日出-8月11日田午前10時~午後5時(メディアランドUEDA
(水曜日は休館目。 7月四日開r.腫示脅えのため展示立し))、 7月19日幽~
同27日出午前10時~午後5時〔松尾町ア トギャラリー]
.内容

ディジタル ・イメージ作家による車新CG作品の展示10'点(メディアラ
ンドUEDA"'8'点松里町ア トギャラリ 20点)、最新CG験憧18点・
デインタルイメ ジ作軍のインタビュー映像(メディアランドUE 0 A). 
Photoshop • Painterなどのグラフィックソフトの像作体験(松尾町ア← ト
ギャラ ')-)

・入場料 簡料

マ
営
業
期
間

7
月
日
日
出

1
m

月
初
日
聞
の
土
曜
日

・
日
曜
日
・

祝

日
午
前
9
時
1
午
後
4
時

(7
月
幻

日
ω
1
8月
時
日
聞
は
平
日
も
官
諜
)

マ
料
金

1
周
1
0
0円、

回
数

券

1
0
0
0円

(U
枚
綴
り
)

，c号ィ?巧シドキ叩~.付マースヴー11.2002
~夏休み自由研究~参加者募集/
今年の自由研究はメディアランドで/皆吉んのご書加をE待ちしています@
・と き 8月2日樹~同4日田町 3日間(3日は泊り)
.ところ メディアランドUE DA (宿泊は上田市控術研修センタ ) 
.対量 小学生高学年~中学生

・定 員 16名
・嘗加料 1万円(宿泊圏、昼食代などを吉む)

・研究班
(1)平曲川盟千曲川町河原を歩き、地車や生物を調査。ホームページ作成

(2)デジタルアニメ制作班 Macのデジタル草色でアニメ作り

(3)森の図鑑盟森林インストラクターの指導で轟の動値物を圃壷。

ホームページ作成

(')粘土アニメ班粘土で作ったキャラクタ をコマ櫨り掴肥して、

Flashアニメ作り

(5)塩田平の歴史班塩田平のお寺をまわって、歴史や民話などを聞査。

ホムベジ作成

に

市
民
の
蘇
ゴ
l
力

l
ト
場

7
月
叩
目
リ
ヱ
ユ

1
7ル
オ
ー
プ
ン

ゴ
ー
ヵ
ー
ト
窃

(
宮
田
・

9
3
8
8)

市
民
の
脅
嘗
理
.. 務
所

(
B
n
0
3
8
3
)

.申し込み

7月21日日[必着1までに、「はがき」か rFAXJで、世所 氏名 ・性別 ・
学校 学年 ・希望する班{第 1・第2希望まで配入)・電話番号 ・保護者の

名前と印鑑を押して、上田市マルチメディア情報センタ fサマ スク ル
匝Jまで
・その他

作品や成果はホ ムベ ジ上で公開。また、学校の自由研究に役立つよう

な量料(写真 ・メモ)を持ち柵れます。

早
成
叫
年
鹿
市
町
村
橿
興
宝
〈
じ

(
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
)
発
売

畏
野
県
南
町
村
畑
興
也
会

(
宮

0
2
6
2
3
a

・3
8
'
t
}

こ
の
宝
く
じ
の
収
議
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
〈
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

お
買
い
求
め
は
市
内

の
宝
く
じ
売
り
場
へ
。

マ
発
売
期
間

7
月
幻
日
側
3
8月

9
日
出
国

，c，号ィ予弓シI-=UEDAc;)各種自信座・相議
・世界中町人ヘメッセージノ電子メール入門 (Windows槽)

bとき 7月19日出午後1時四分-，時 c>内容 電子メ J~ の仕組みか

ら基本的な撞作活用方法までを学びます c>封量 パソコン初心者 b定員
16名 c>聖鴎科 1500円
・特別グラフィックセミナーPhotosh叩マスター鶴座 (Macintosh檀}

bとき 7月20日出午後1時-，時叩分 c>内容 画世盟理ソフトPhotoshop
のさまざまな使い方を、作品吾作りながら学びます c>対量 パソコン桂験者

c>定員 16名 c>豊岡料 30叩円 一一
圃パソコン相殴室(相政料隔料)

bとき 7月21日日午前10時~正午
c>定員 10名 bその他 事前に電
話で申し込んでください

14.1.1 

-聞い百りせ申し込み
上国市マルチメディア情鍬センター
〒386-1211上国市大字下之郷812-'
"'9・1醐/IIl39・1010
URL http://www.um陀，"'.同g聞 o.jpf

[7] 



| ミホールイミ刈 | 

包22'07但

月日 催し 開潰時閣 入場|問い合わせ

7/出13

1
品、れあいコンサ ト

14:00 録料料リ民(防e-主よ{智n循音E3-脇楽24市6 5也会∞e会) l 

17'柑17，天童よしみコンサート 14:00 I I ~，-"，......，-~ ~ 118:30 

7dνVOl| 新世紀ス パーJ 錐妓 18:30 有料1(開2上"回明4臼ロ2中会引
ムービン C23'1111} 

-二の丸1・2上田市民会館
変形性股関節症でお悩みのかたへ

のぞみ会長野県支部・内田 (fi翻0263・72・0595)
のぞみ会(変形性股関節団主左の会)では、県内lこE住まいの

膝痛や股関節痛に悩むかたを対象にした講演会と、患者さんど

うしの情報交換会を行います。

1>とき 7月7日間午前10時~午後3時 bところ 松本市
総合社会福祉センタ 1>内容 情報交換会 ・医療講買会(信

州大学名画教擾 ・寺山和雄さんによる股関節痛などの図解説明)

1>参加料 500円 b問い合わせ 午後B時以降に、のぞみ
会内固まで

一
71出13|うえだ男女共同書画 13:0日 無料 言語「

ゃ のたイか分自 lの菅平問月
フォーラム

地 ぜンのでス か日 刊回!I映画「ホーム ・映ス会イ一 13:30 有料 生'"運幻学5習10課4) 

品載早 に ひご 築内なト段産物 出おの た。専用きる 喜んさ ェアリ' 佐久. 上ら

トホーム」よ 16:30 

il; 
77n/5園328 o 西沢真理子 コー内ァPラiν スピアノリサイタル 19:00 有料

成作し 利用だく ・商品 が、1: ←(君22・1172)

でき かる 喜ど特吉 P ソ生 白話軽 上国平和
第15回よ田平和音楽祭 I14:00 有料 音葉祭

ま fこfこさ R コ ;tl (C24・0352)
サンピアン 1l l サンピアン

、。た紹 を情績ン 71附31|;三ユジ、yクフエスタ 且30 無料 よE庖
2002 j (C2N748) 

.材木町1-2-32!22'07帥上田市文化会館

ぞ

所
ま
で
お
通
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

専
用
パ
ノ
コ
ン
の
情
報
は

2
1
3
か

月
に
l
回
更
新
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
本
道
路
公
団
佐
久

世
理
事
訪
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

交
通
事
故
被
害
者
の
皆
さ
ん
を

支
援
し
ま
す

自
動
.
.
.
 散財
策
セ
ン
タ
ー
星野
支
所

(
宮

0
2
6
・2
2
6
・1
0
0
0
)

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
長
野

支
所
で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
残

し
て
離
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
ゃ
、
事
故
が
原
因
で
寝
た
き
り
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
に
、
被

害
に
遭
っ
た
家
陸
の
か
た
を
支
援
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
が
原
因
で
親
が
亡
く

な
っ
た
り
、
親
が
重
度
目
後
遺
障
害

で
働
け
な
く
な
っ
た
家
庭
の
中
宇
生

以
下
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
国
が

無
利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し
す
る

制
度
で
す
。

マ
貸
付
内
容

一
時
金
・
小
中
学

校
入
学
支
度
金

・
毎
月
四
生
活
費
金

マ
返
済
方
法

最
終
学
校
を
卒
業

佳
初
年
以
内

圃
介
護
料
の
宣
給
制
度

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
や
脊
髄
専

に
重
い
傷
害
を
萱
け
、
佳
遺
障
害
等

級
が
「
1
級
3
号

・
4
号
(
常
時
要

介
護
者
)
」
「
2
級
3
号

・
4
号
(
随

時
要
介
護
者
)
」
の
認
定
を
受
け
る

新しい匙緩ま孟正義喜を指定

7
月
却
自
由
・
同
引
日
間
に

『
祇
掴
祭
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
田
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

4
1
0
0困
1
3
5
9
)

-・.，=刷田町画匝日E同園岡山富田剛圃・・排水設備工事Eよび桔水装置工事は、市で指定した業者で
主主いと施工できません。指定草者は市への申請手続き ・工事

等をいっさい代行しますので、工事の申し込みは指定難者へ

直接依頼してください。

・新たに指定した下水道指定工事盾

〈

.新たに指定した指定給水装置工事事難者

[8] 14.1.1 

(百
辺務今回掲憶したの"新規に治定された鍵者です.すべての指建築者名をお知り

になりたい場合はよ下水面局省黛際給鯵水係 (ft22'4100宙1532'1536)ま
でお問い合わ甘ください。



をゑ

{司J

等
自
重
度
の
桂
遺
障
害
者
を
抱
え
る

家
族
を
対
島
に
問
が
介
種
料
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
額
等
、
詳
し
く
は
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
長
野
支
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
上
園
駅
駐
車
場

駐
車
廿
l
ピ
ス
券
が
使
用
可
能
に

値
胃
理
"
{
宮
田

5
1
2
8
)

6
月
6
日
附
か
ら
市
営
上
田
駅
お

域
口
・
協
品
目
自
動
車
駐
車
場
で
、

上
田
市
共
通
駐
車
券
(
サ
ー
ビ
ス
罪
)

白
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。

6月2日阻L青空の下、今回で7回目と

写る「上田町景観80量」を巡るウォ キング
が、的40人の書加のもと行われました.造
中、被櫨力が入らない原風畢の芭、自開探

訪の会や東小学校児童の取組、敷地の揖化

について摘師のお話を聞きながら、中央公

民館から染塵台段丘町グリ ンベルトを巡

り、信書国分寺史跡公園まで散粛しました。

* 2 3安
il-
L. 
c 

f~ 
w: 
玄
1勺
オ

キ
/ 

1;' : 

* よ
凹
駅
周
辺
の
商
庖
な
ど
で
買
い

物
を
し
た
時
に
渡
さ
れ
る
「
共
通
駐

車
券
」
を
出
庫
の
際
に
精
算
機
に
差

し
込
め
ば
、
枚
数
に
応
じ
て
駐
車
料

金
の
サ
ー
ビ
ス
が
畳
け
ら
れ
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
、

l
チ
ャ
ン
ネ
ル

(
U
C
V
-
上
回
ケ
ー
ブ
ル
ピ
ジ
ョ

ノ
)
で
、
市
内
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
リ
ポ
ー
ト
や
今
桂
白
イ
ベ
ン
ト
予

定
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

見
て
得
す
る
初
分
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

-
放
映
時
間

(
泊
分
番
組
)

毎
週
日
曜
日
の
、
午
前
6
時
・

9

時

・
正
午

・
午
睡
3
時
・

7
時
・
日

時
か
ら
、

1
日
6
回
世
映

-
「
サ
ン
デ
ー
う
え
だ
』
を
再
般
送

「
サ
ン
デ
!
う
え
だ
」
を
、
更
に
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

毎
水
曜
日
に
再
放
送
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
宜
且

・
ご
提
言
は
、
秘

暫
時

(
E
n
・4
1
0
0困
1
1
1

5
/
E
n
・

5
1
1
1
・
閏

B
E-

}
回
目

ω

持。wmw⑧
g-qzR-hwsmw同
hwロ
O
』

也

)

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

6月15日出、市民プラザ・ゅうで理外事

情調潰会が行われました。市内に書く在住

するブラジル人の母国に滞在した経瞳をお

持ちの信州大学報担・渋谷泰 さんが「ブ

ラジル、見たまま」と題して措置。ブラジ

ルは自問理機に恵まれ贋撲にとても適して

いる、人置の彊別がなくみんなおおらか、

など興味漂いi51:'iがありました。

-
R
4

胃
* ゴ
ヲ
ン
μ
3
1ど
人
令
国
?

-
R
4

胃
*

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
匿
名
/
現
金
3
0
0
0
円
/
高
齢

者
介
護
由
た
め
に

マ
塩
民
小
学
校
昭
和
初
年
度
卒
業
生

有
志
樽
/
轡
鯖
叫
巻

(
7
万
2
0

0
0
円
相
当
)
/
卑
尻
小
学
校
ヘ

マ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
上
回
棟
/

児
童
用
図
書
(
初
万
円
相
当
)
/

神
科
第
二
・
城
下
・
川
辺
・
塩
田

中
央
保
育
園
へ

マ
い
け
ば
な
未
生
流
中
山
文
商
会
様

/
現
金
問
万
円
/
占
字
図
書
館
整

惜
貰
金
と
し
て

マ
長
谷
川
た
き
様
(
搬
勧
市
)
/
現

金
1
0
0
0万
円
/
社
会
福
祉
基

金
と
し
て

マ
全
労
済
上
回
支
所
様
/
現
金
鈎
万

円
/
商
工
偏
興
の
た
め

マ
コ
メ
リ
真
田
庖
様
/
プ
ラ
ン
タ
!
・

面
〈
3
万
円
相
当
)
/
神
科
第
二

保
育
掴
へ

マ
児
玉
和
荷
機
(
西
前
山
)
/
植
木

1
5
1本
/
鹿
田
西
農
村
公
園
の

植
栽
に

マ
「
新
上
田
駅
を
つ
く
る
地
域
住
民

の
会
」
会
長
志
摩
慎
吾
様
/
小
切

手
〔
5
2
9
万
3
6
0
8円
)
/

上
田
駅
お
城
口
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
資
金
と
し
て

(平
成
同
年
6
月
5
日
現
在
)

14.7.1 [ 9] 
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健康を守るわEし尼ちぬ国民健康保隙(国保)
国民健康保隙税(国保税)1(1:ごうして計算されZい審理宮

【 国民健康保険税のしくみ 】
1>納税義務者は国保に加入している世帯主です。

ただし、国保に加入していない世帯主でも、世帯内

に国保加入者がいる世帯主は納税義務者と在ります

(このかたを、長崩j喧帯主といいます)。
また、国保制度上白世帯主を援制世帯主力、ら国保の

加入者に変更することができる場合もあります。

詳しくは、お問い合わせください。

1>国保税の納期l草、 7月(第1期)力、ら翌年3月(第

9期)までの9固です。

国民健康保険税の計算方法

区分 棟税額算出方法

国保税の納税通知書・納付曹は、 7月中旬に世帯主

あてに送付します。

納期月の末日(12月は25日)が納期限と在りますの

で、期限内に納付してください。

b国保税は、所得や資産等その人の負担能力に応じた
負担部分(所得割 ・資産割)と、被保険者1人およ

び1世構当たりに 定額という負担部分(均等割 ・

平等割)とを、医療保険分と介護保険分それぞれに

算出し、その合計額が税額になります。

医悦穣事保事険例α分介裂量，.保等険。分 各磁区分積の

総空与与事所所中得者収'" 給13 得の一入金基額礎燈一除給(与33所万得円健)除凶ー給与特別鐙徐(2万円)~ 給与所得

給所13得与年所中得の以収基外礎入金の鐙所額除得〈者33必万は要円経)費凶(青色専従者給与額および穆策専従者俊除額を除く所得

所得劃 公年得的年中金等収墨の収和金控額除入のあ公るか的内たは

所活13ただ一のし、 入礎昭 12年一(313月万1年)日以金前等凶控に生除額まれ=た所かた帯は、 所得から更に量高で17万円の控除があります。
5.8% 1.1% 同x口 ((1)) 凶x日…5

その税他地賞品土 建所鍾先物得除物等(の臨牛所所維渡所得得所得な笹得除等にどついては税、固隅税す1;特別盛除前の額に税事を乗じて計算します。-技免 肉 )にも障害れま
- 取な引どの )はあ際り税ません.
ー商 ( は されます。

資産割 平様成相共続有14年登し度!2圏が定完資固ア盆定し税て資額産なのい固うち定、資土産地につ家い屋人て数にはか、納かんる税鶴分管分理しの人額に含擁個めされてあすります。 23.0% 2.0% (国xlQ・162)) 

来 ている については、共有であ て針 ま。 !日x口(

均等割 被保険者1人当たり(年額) 18，000円 4.0叩円 間日 {間31 

平等割 1世帯当たり(年額) 18.000円 4.000円 口 141回{砂

したがって、問民健康保険税は、 1年聞の医療保険分 [([)+ (2) + (3) + (4)] (限度額5371円)+ 
1年閣の介麓保険分 [(5)+ (6) + (]) + (8)] (限度額7万円)となります。

L 国民健康保険税の減額 】
所得申告が済んでいる世帯で定の所得額以下の場

合I~，軽減制度が適用され、次のとおり軽減されます。

( 1人当たり 10.800円
(2.400fI1) 

( 1世繕当たり)10，8拍円
[2.400円]

均等劃(1人当たり 7，200円
[1，6∞円]

平等劃(1世俗当たり)7，2叩円
[1，60C円]

1>昭和12年 1月 1日以前に生まれたかたの公的年金の

所得からは、更に15万円を控除した額で判定します。

1>国保に加入していない世帯主も、減額認定の対象と

して計算されます。

.問い合わせ

国保税のことでわからないことは、お気軽

に国保年金課(ft23・5118)までお尋ねくださ

い。

14.7.1 [10] 



• 
ご
め
い
摘
を

怠
街
り
し
ま
す

('") 

知
っ
て
い
ま
す
か
?

老
人
保
健
の
し
〈
み
と
手
続
き

園
保
年
金
隈

{gE-s'
'a)

-
老
人
保
健
制
度
っ
て
?

河
歳
(
一
定
の
障
害
の
あ
る
か
た

は
邸
歳
)
以
上
に
な
る
と
、

「
老
人

保
健
」
と
い
う
制
度
で
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
高
齢
者
の
か
た
が
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
費
用
白
但
を

軽
く
し
て
、
安
心
し
て
医
療
を
畳
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
今
ま
で
町
医
療
保
険

に
は
加
入
し
た
ま
ま
な
の
で
、
保
険

説
は
今
ま
で
通
り
納
め
て
い
た
だ
き

古
滞
は
怠
こ

ご

b

ザ
回
世
f

一・

符

川

正

遠

山

聡

，

mぬ
政

帯

中前
M
般
家
正

副

大

筒

安

治

曲

存

日

ム

y

田
・
内
山
路
了

田

小

体

あ

き

凪

竹

聞

過

酷
.
瓜
指
息
子

凱

小

体

茂

田
・
柳
町
民
止

問
一
小
山
m

aa
則

自
依
岡
み
ゆ
き

田
・
金
調
印
フ
ン

田
-
H
M
坂

照

子

師
…

g
w噌
節

制

栗

林

好

点

(
5
月
届
け
出
分
・
敬
総
略
)

上
原
裕
子

森

原

拳

葱

t
k
m

常
治

飯

間

進

且
立
う
き

中
村
鈴
子

関

つ

ゆ

叩

凶

男

務
毛

m
貸

樋
口
み
ち
子

金
子

正
子

仰
町
高
高

依

藤

池

型
原

明
義

中
之
条

上
前
世
民

院

内

川
辺
町

下
山
偏
此

伊
勢
山

鈴

子

上
本
郷

愛
宕
町

手

緩

Hrι伺

r
r

・
川
製
由
同
町

大

服

役

鼠

岩

下
院

内

雌

脇
f
織
的
町

下
駐
尻

新

町

比
天
神
町

古
一

問

中
常
川

本

町

怖
が
丘

上
組
M
仇

秋

和

ル
ル
ト

A
dp

町

下
鮒
以
町

赤

桜

岩
油
川
水

小

牧
秋

利

下
資
質

念
。
サ
M

，。

・
満
刊
歳
に
な
っ
た
ら

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
る
白
は
、
初
歳
の
誕

生
日
の
翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
月
四
初
日

(1
日
)
が
誕
生

日
白
か
た
は
そ
の
月
か
ら
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、

6
月

1
日
生
ま
れ
の

か
た
は

6
月
か
ら
開
始
と
な
り
、

6

月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
は

7

月
か
ら
白
開
始
と
な
り
ま
す
。

-
届
け
出
の
し
か
た

市
で
は
、
新
た
に
老
人
保
健
に
該

当
さ
れ
る
か
た
に
、
誕
生
月
白
初
め

に
「
老
人
保
健
法
貰
格
取
得
届
書
」

を
添
え
て
通
知
し
て
い
ま
す
。
「
届

••••••••••••••••••• 田

丸

山

都

縫

秋

和

司

・
草
野
雌
次
郎
大
手
町

曲

折

郎

元

必

保

野

田

小

体

智

子

秋

和

田

三

井

み

よ

院

内

初

山

口

信
三

郎

吉

凶

田

・

川

上

署

長

島

田

.
麗

樋

京

子

大

掛

田
一
松
滞
安
平

大

島

田
一
山
附

伐
好

上
常
川

師

…

木

村

愛

舞

川

刊

・

庖

筒

功

上

背

水

時

仲

湖

俊

労

l
f
川
嵩
町

田
一
合
ぬ
利
行
金
剛
守

剖
，
水
海

勲

闘

町

斉

藤

み

き

ょ

十

人

町

一

中

村

幸

新

屋

叩
一
回
湾
依
仲
上
議
費

回

一

宮

筒

四

郎

小

泉

刊

書
日

本

晴

代

金

仲

介

引

附

闘

ア
キ
ノ

田

助

形

見

弘

田

蝋

内

良

夫

叩

神

海

月

子

田

佐

藤

加

古

田
渋
川
す
み
子

四
・
富
山
崎
巻
子

師

野

m
'

曲
一
中
滞
か
ね
よ

剖
…
瓜
雌
境
賞
子

n
…
皆
川
い
つ

剖
・
荻
附

僻
-

田
…
大
久
傑
温帯峰

田
…
上
野
山
以
子

目
.
小
池
徳
蔵

田
・
水
野
直
治

肝

…

神

体

高

田
…5

・

勿
S

H

O

O
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鰻
治
町

上
本
郷

泉

平
五

加

松
尾
町

中

村

下
資
本

上
常
附

桜

台

上
抱
此

久
保
体

総

沢
材
木
町

保

野

秋

和

小
白
球

矢

沢

J 

書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

国
保
年
金
規
ま
た
は
前
世
田
・
川
西
・

捜
殿
白
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
目
、
健
康
手
帳
と
医
療
畳
給

者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

-
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
高
っ
た
ら

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
国
保

年
金
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

64 95 64拍 94779138帥 77746879曲 57田 84: 

定の隊曹のあるかたが防
穫になったとき

民獲を過ぎてから 定の樽
曹のある状態になったとき

70"になったとき

縄碕@撃飽.晴れたかと恩つ 備 自省... 

たら 滞しい風といっしょに/""田方克明、

商のにおいがどこからとも怠 1 1置詰目
〈ただよヲて〈る.rうっと ¥、ー〆ノ
うしい~~"'J と信じる人も

多いでしaう.で色、爾降りの8隠.木々の考慮
11'水温に渇ねて鍵しかコたり、包んぼでうれしそ
うに-<カエルの声を聞〈ヒ‘".爾だコてまん

ざらでもないかJと恩います.カラフルな爾.を
さして行き受う人の潔れも、総に怠るというもの

です.寧節の移り変わりのなかで 目に映.そん

なひとコマに煙感動する心をいつまでも縛ち続けた

いと思いますおが)

伝出するとき

印鑑転入してきたとき

市内で住所が変わったとき

加入している医療保検が変
わったとき

生活保騒を受けるようになっ
たり、医療保険の加入賞絡
を失ったとき

1・8t1'月児銭惨を耳障倒した.ところ裂しと動

~圏ヲている子、@慢の傍から.れ，.い子、主い

てい..子、笑3でL喝子、色々 毒事子どもの・があて，

た.そのゆに、天使のよう怠編をして穫でいる子

どもが2人、とてもかわいかった.その竃.に引

き込まれるように.ふと置にタイふスリヲプ/

諸問且に"てようと窺家の息子たちを湾に遅れて

いった.砂浜で道ぴ鍍れたのだろうか、帰跨ゆ・

で'"・-さョきまでの凪がうそのような瀞げさだ.

しかし 震についたとたん包覚め復活.体調R曾

て陪〈れ怠い.もう限界と恩い怠がらも、横手陣

かわいいものだ.こんな緑り通しのゆで 自分も

少し陥馬車製したのか"と.今民主恩う. たゆ}
亡くなった時

広緩うえだ6月16日号2ぺージの一般会計餓出のグラフの 注『※1)内の敵字1:収入$ ※ の節分は収入
涜領J1主、正し〈は 「終1)向の数字1:敏行寧 ※ の都分は契蹄涜額ム 8ベータ上段記事本文の 『建第リサイ
クル迭J，玄、正しくは「建殴リサイクル議』 でした.訂正しおわびします.
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E D U G H T L A E H 

女性のための総合相鍛窓口

悩んだり図っていることがありましたら、どんな

ことでもお気糧にご相談ください。

1>繍鶴田崎 月~土曜日午前9時~午後9時 (土
曜日は午後5時まで) 1>聞い創フ世 市民プラザ・
ゅう{置27-29回〉

ド保健ガイ

.r.豆白岨Z軍司;21:幡宮国1'I-:2!Tofr.. 'i"巨司.... 
今まで以上に皆さんのお役にたてるよう、専門相

続且を配置しました。なお、電話で由ご紹麓にも庖

じます。

詳しくは、お問い合わせください。

1>相麟日時 毎週先 ・本咽日午後2時-9時(受
吋付げは午後8時まで)。第2・4土暗日午前10時

~午後5時{受け付けは午睡4時まで) 1>相厳司事

期電置 E幻・3123

• r痴ほう」についての相談会
「痴ほう」のかた白介護方法等でお悩み田介護者の

かた、お気軽にご相談くださL、。

1>とき 7月17日剛午桂 l時10分-5時 1>ところ

市役所南庁舎 I附高齢者介護課 1>定員若子名

1>相骸担当 摘内静子さん(グルプホム「せせら

ぎ」 ・石直相談室 「せせらぎ」代表、元国立小諸躍聾

所痴ほう性老人病棟副婦長) 1>申し込み 電話で予

約を 炉問い合わせ 高齢者介護謀(百22・4100困

1616) 

.精神保健家族教室
ストレスや人間!国保などにより、「こころの病気」

になることがあります。そんな時、 家臨はどのように

接したらよいのでしょうか。

そこで、こころの病気についてより知っていただく

ための教室を、下車のとおり附催します。

ご車僚のかた、ぜひご書加くださL、。

1>申し込み 7月17円附までに、上田保健所保健予防

課(百25・7149)へ
・精神保健家族教室町日程

ロ とさ 内 色白倉 と」る

7後月31日剛
m(喜国E多立等「小こさ筒こん療ろ)の費病所と医医師療J

t 午 1時時担分分
.......3~30 

午8後月121日嗣 m(E幽「社韮会病復陵院帰ケさんとーは」 (合上同図庁保舎健2所継)2 時四分分 千 スワー
-3跨30 カー復図 ) 

3 午9後月118日担嗣0分分 s(・m滝E丸沢山病「家良院族治ケとさーしんスて)ワのー役カ割j
-3 時時3

-平成14年度介護保険料の
納付が始まります
口座振替や納付信で介護保険料を納めるかたの納期

が、7月かり始まります。
保険料の制は、本人や世帯の市町村民税白課税状況

や所wなどにより、下衰のとおり 5段階に設定し、所
得の低いかたに配慮したしくみになっています。

介護保険は、 40歳以上白かた白保険料と公費で支え

られており、保険料は介護サービスを提供するために

うてかせない財源です。

口座振替や納付宿で保険料を納めるかたは、7月か

ら来年3月までの9聞の納期になります。納め忘れの

ないよう、納期限までに納付してくださも、。

なお、年金から天引きで保険料を納めるかたは、す

でに4月から平成14年度分を納めていただいています

が、 10月以降の保険料白額などについては9月にお知

らせします。

b問い合わせ 高齢者介護課(宮23・6246)
・平成14年度介檀保険料(年額)

.在宅の寝たきりのかた等に対する
結核レントゲン検診
結核レントゲン検診を畳けることが困難な、在宅の

寝たきりのかたや、寝たきり自身体障害者などの皆さ

んを対畠に検診を行います。

1>実施予定期間 9月から11月までの市が指定した
>，企ゐ

日 b検査内容 エックス線直接撮監と略疲検査 (医
師が必要と留めた場合) 1>横査方法 上回保健所の

診療肱射線技師が、希望者田お宅を訪問しポータプル

搬車慢で検査します 1>検査料幅軒 b申し込み
必ず主治医白了解を得て、暗疲検査の必要性を確認の

うえ、 7月15日明)までに健康推進課までお申し込みく

ださも、。検査日等については、決定しだい連結します

1>問い合わせ 健康推進課 ("23・8244)

14.1.1 [12) 

14，100円 基準額xO.5

ー也事再会員力、市町村民税非課 21，200円 基準額xO.75税のかた

-本人が市町村民磁非隈畿の
28.300円 重準額

かた

-本前円年未人の調がの合市か計町た所村得民金磁績隈が税2で50、万 35，300円 基準額x1.25 

ー前本円年以人の上が合の市か計町た所村得民金税額標が設2で50万 42，400円 基準額xl.5

※2基準額1:，28，300円です.
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